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自治会の“回覧・連絡・集計”を
スマホで簡単に



■ 役員の負担が重いほど、自治会運営は続きにくい
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役員の負担を減らし、住民にも便利。
日常連絡と災害時の安否確認を境目なく。

平時 災害時

電子回覧板を全住民に一斉送信

出欠確認や総会議題賛否確認

グループトークで情報共有

全ての機能で回答を集計、未読既読が誰なのか把握

安否確認で要救助者を即時把握

インフラ復旧情報を直接取得

グループトークで情報共有



■ アプリの基本機能
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トークお知らせ

組織に参加組織設定

ミニアプリ マイページ

管理者側
メニュー画面 メッセージ送信画面 回答結果集計画面

住民側
安否確認画面 お知らせ画面

一斉アラート配信
複合地区 キャビネット クラブ メンバー

安否確認
安否の集計結果をクラブ・キャビネット単位で確認

既読・未読、回答・未回答の可視化
未読者、未回答者のフォロー、優先順位付け

役割別配信
準地区・クラブ・会⾧・会員・アラート単位で配信



■ 導入の進め方
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導入は「できる人から」スタート

役員＋希望者で運用を試すSTEP１

住民へ周知して任意参加STEP２

紙とアプリを並走 定着したら移行



■ 費用負担
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ミテルライフ利用料は 自治会で

月額 円（税別）

※利用人数は無制限

初期登録費用は 18,000円（税別）

・アプリ初期設定（組織登録）
・導入説明会60分 x ２回



■ 実績

2025年度
自治会町内会DX応援事業

に採択
市との連携協定締結
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2026年度
行政として導入

市内の全行政区と連携

神奈川県横浜市 栃木県さくら市

最大自治会
6,000世帯、12,000人

最小自治会
31世帯、45人

利用者5万人以上

全国各地の単一自治会

全国 2,700 クラブの
災害時連絡体制で活用

利用者9万人

ライオンズクラブ国際協会



■ 今後の動き

6

社会福祉協議会が
地域と行政のハブになる

NPO
(CVOAD)

自治体

社会福祉
協議会

三者連携

ライオンズクラブ

自治会

事業者

地域
連携基盤

2026年度中に地域連携基盤を構築し、自治体・社協と地域を
アプリがつないで日常も災害時も安心安全な地域を作ります。

収集された情報は地域
連携基盤で整理されて
社協に連携される

住民接点
状況把握見守り

安否確認

VC運営

要配慮者支援

相談導線

地域状況把握

輸送

支援物資

協賛

支援人材

支援物資

機動力

社協から支援情報、
インフラ情報等を提供



株式会社フィールド
千葉県浦安市高洲8-1
電話:047-307-9593
https://metell-field.com/
Mail:info@metell-life.com

ミテルライフ特設サイト
https://metell-life.com/

■ お問合せ・ご利用申し込み

試用お申込み

https://metell-life.com/subscription/
まずは数名で試してみたい

説明会お申込み

https://metell-life.com/seminar/
まずは話だけでも聞いてみたい


